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要旨 

本研究の CO2放出量に関わる調査データは、ヒマラヤ・チベット造山帯における伸張性

のリフト場が深部地殻およびマントルから大量の CO2を放出するという見解を裏付ける

ものである。インド・アジア衝突帯における伸張性テクトニクスに関する CO2放出量の

推定値（36.8 ± 11.5 Mt/年）と、世界中のその他の非火山性放出量を組み合わせると、

地球規模のテクトニック CO2放出量の推定値は約 157 Mt/年となり、長期的な気候モデ

ルにテクトニック CO2フラックスを統合する必要性が浮き彫りになる。深部炭素放出の

空間的不均一性を異なる地質構造の間で炭素動態モデルと整合させることは、プレート

テクトニクスに基づく深部炭素循環と気候変動研究における重要な優先課題である。本

研究結果と地表の化学風化研究の知見は、大陸衝突造山帯が大気 CO2の発生源かつ吸収

源として重要な役割を果たすことを裏付けている。地球上で最大かつ最も活発な衝突造

山帯であるチベット高原とその周辺地域は、衝突テクトニクス、深部炭素放出、化学風

化、有機炭素循環、地球規模気候変動の相互作用を解読する優れた試験場となり得る。

これにより大気 CO2濃度の変動と関連する気候応答のメカニズムの理解が深まるだろう。 


